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1. はじめに 

表情認識は我々の日常生活において大きな役割を

担っている。この表情認識プロセスについては、一

般的に実写顔や実写に近いＣＧ画像を加工すること

で調べられているが、実写顔と漫画顔の表情認識を

視線解析により調べた研究から、漫画顔では質的に

異なる処理をしている可能性が示唆された１。しか

し、表情認識には人種や文化差などが影響するとも

言われており、日本独特の発展を遂げている漫画で

はその影響がより顕著に現れる可能性がある。そこ

で本研究では、アジア圏の留学生を対象として実写

顔と漫画顔観察時の眼球運動を解析することで、表

情認識プロセスの文化差について検証した。 

2. 方法 

日本人を対象とした先行研究１と同じく、画面中

央に固視点を 1 秒間呈示した後、顔刺激を 2秒間上

下左右ランダムな位置に 2 秒間呈示した。その後、

基本 6 感情＋中立の 7つの選択肢の中から、マウス

により回答してもらった。実写顔と漫画顔は別セッ

ションとし、各セッション 112 試行実施した。この

間、眼球運動の測定には SR Research EyeLink 2000

を使用した。被験者の頭部は顎台により固定され、

視距離 57cm から観察した。被験者には留学生 12 名

（タイ人、ミャンマー人、モンゴル人各 4 名、男性）

を用いた。 

3. 結果と考察 

 表 1 に表情認識率を示す。なお、日本人の結果に

関しては先行研究のデータ１を用いた。全体的には

高い認識率が得られたものの、恐怖表情においては

実写・漫画共に認識率が低下した。また、漫画の嫌

悪表情においても、留学生の認識率が著しく低下し

た。恐怖や嫌悪表情の識別は東アジア人にとって曖

昧であるとの報告 2 もあり、漫画ではそれがより顕

著に現れた可能性がある。 

次に、実写顔の各領域に対する累計固視時間の平

均を図 1 に示す。大きな特徴としては、タイ人は鼻

の固視時間が他より倍近く長く、ミャンマー人は眉

間の比率がやや小さくなった。モンゴル人は日本人

の比率と類似していたが、留学生全体と比較すると

日本人は口の固視比率がかなり少ないことが分かっ

た。さらに、観察初期（1～3 回目）の固視領域の割  

合を解析した結果、全般的には最初に眉間を見る割

合が高いのに比べ、タイ人は初期から鼻を見る傾向

が強く、実写と比べて面積比が少ない漫画顔におい

ても同様の傾向が見られた。留学生が口をよく見る

傾向についても、ミャンマー人はより早い段階から

着目する傾向が見られた。東アジア人は表情変化が

少ないため目を見る傾向が強いとされているが 2、

アジア圏の中でもそれぞれ着目する領域が大きく異

なる可能性が明らかになった。 

4. まとめ 

実写顔と漫画顔に対する表情認識時の眼球運動を

比較した結果、同じアジア圏であっても各国毎に顕

著な違いがあることが分かった。特に漫画顔に対し

ては差異が強く表れる場合があったことから、引き

続き詳細な検討が必要である。 
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